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田 代 智 治

1．はじめに　―問題意識と研究目的―

　比較的最近の現象であるアクセラレーターは，

エコシステムにおける企業家 1)ならびにスター

トアップを支援する新しい形態の中間組織

（Intermediary Organizations）であり，起業をサ

ポートし，イノベーションを促進する仲介者と

して世界中から注目を集めている（Crisan et al., 

2021）。2005 年に米国を拠点とするアクセラ

レーター2) が世界ではじめて設立されて以来，

その数は 2008 年以降に本格的に伸び続け，2014

年までの間に毎年平均 50 ％も増加している

（Hathaway, 2016）。2005年から2015年の間に米

国を拠点とする 172 ものアクセラレーターが存

在することになるが，合計すると，彼らは世界

的ユニコーン企業へと成長を遂げた Dropbox，

AirBnBを含む 5,000 を超えるスタートアップ 3)

に投資し，これら新興企業は，アクセラレー

タープログラムを通じて，合計 195 億ドルもの

資金を調達したとされる（Hathaway, 2016）。ま

た，2016 年には，世界中に 3,000 以上のアクセ

ラレーターが存在しており（Hochberg, 2016），
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1） 本稿は，アントレプレナーを意味しその日本語訳である起業家と企業家の表記については企業家に統一する

ものとする。同様に，アントレプレナーシップは，日本語では起業家精神や企業家精神と訳され表記されるこ
とがあるが，これについても企業家精神に統一する。アントレプレナーシップと企業家精神，アントレプレ
ナーと企業家の表記の使用については，前後の文脈によって使い分けており同じ意味で使用している。

2） 2005 年に Y Combinator により世界初のシード・アクセラレータープログラムが開始された（当初はマサ
チューセッツ州ボストンで開始し，その後シリコンバレーに拠点を移転した）。続いて翌年コロラド州ボル
ダーでTechStars がスタートすることになる（Hathaway, 2016）。現在この 2つの組織は，米国を代表するア
クセラレーターとなっている。また，2010 年にはTechStars が主導してアクセラレーターの業界団体「Global 
Accelerator Network（GAN）」が創設された。
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2018 年には，7,000 社以上のスタートアップに

資金が提供された（Seed-DB, 2018）。登場から

短期間にもかかわらず，アクセラレーターは，

企業家を取巻くエコシステム 4)の成長発展に大

きな影響を与え（Drori and Wright, 2018），これ

らイノベーション促進に関連するコミュニティ

において中心的役割を担おうとしている。

　そこで，日本の状況はどのようなものか。日

本国内では，これらアクセラレーターを対象と

した研究は，その文献数をみても僅かばかりに

留まっており，そのような状況から学術的理解

が全くといっていいほど進んでいないといえよ

う 5)。一方，実務面では，国際的のみならず日

本国内においてもアクセラレーターの重要性が

認識されはじめ，その数は近年増加傾向にある。

これら研究上のギャップを埋める必要がある。

　そこで本稿では，「そもそもアクセラレー

ターとはどのようなものか」といったリサーチ

クエスチョンを念頭に「エコシステムにおける

アクセラレーターの発展と重要性」をテーマに

理論研究を進めていく。以下，第 2節では，リ

サーチデザイン（研究動向と方法）について説

明し，第 3節では，アクセラレーターのエコシ

ステムでの位置づけや中間組織の分類と主な役

割を確認する。続いて，第 4節では，アクセラ

レーターの特徴や定義の体系的・包括的理解を，

主に，国際ジャーナルの議論を確認するなかで

進めていく。これを踏まえ，第 5節では，著者

なりのアクセラレーターの捉え方を検討し，そ

の定義や特徴を提示する。第 6節では，本稿の

貢献と課題を述べる。

2．リサーチデザイン　―研究動向と方法―

2.1．アクセラレーターの研究動向と課題 

―国際議論の視点から―

　これまで過去数 10 年に亘り，政策立案者，民

間投資家，企業，大学，研究機関などによって，

成功する企業家の創出を支援し新たなビジネス

を加速させるために，多種多様なインキュベー

ションメカニズムが導入されてきた（Pauwels et 

al., 2016）。設立されたばかりであるスタート

アップは数多くの課題に直面しており，当然な

がら様々な弱点や規模の過小性に起因した問題

性などを有することになる（Gruber and Henkel, 

2006）。特にそのなかでも，リソース不足は，深

刻な課題であるといえよう（Ojaghi et al., 2019）。

通常，スタートアップが創出する事業は，その

「新しさ」ゆえに市場での認知度が高まらず，資

源ネットワークとの「つながり」が不足する

（Wong et al., 2005）。スタートアップは，外部支

援と適切な環境条件整備などといった彼らを取

巻くコンテクスト形成に大きく依存することに

なり（Ojaghi et al., 2019），これらは，イノベー

ション能力の拡大や企業の成長発展，持続可能

性に大きな影響を与えることになる。このよう

3） スタートアップとは，初期の革新的なベンチャー企業や中小企業であり，創業から 2年～3年の企業を指すこ
とが多い。Ojaghi et al.（2019）は，スタートアップとは，経済やスマートシティの原動力としての役割を果
たすための企業であるとの認識に変化していると述べ，発展途上国での雇用創出のための有効なメカニズム
としても期待されていると説明する。エコシステムにおけるスタートアップの急増は，長期的には斬新的で革
新的である多様なアクターを創出するとの指摘もある（Ojaghi et al., 2019）。本稿におけるスタートアップの
定義もこれに準ずるものである。

4） エコシステムの定義は後に詳しく述べる。
5） 日本におけるアクセラレーターを対象とした研究の動向は後に詳しく説明する。
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な課題解決に積極的にアプローチすることで，

新たなビジネスを創出し成長発展を加速させる，

有機的連関かつ流動的関係をともなったエコシ

ステムへの世界的な学術的関心は，その内部に

位置し重要な役割を担う中間組織に強い焦点 6)

をあてている（Clayton et al., 2018）。アクセラ

レーターは，近年，このエコシステムのなかで

最も重要かつ中心的な中間組織の担い手となっ

てきている。

　そこで，これまでのアクセラレーターを対象

とした研究動向とはいかなるものか。学術的，

実務的にも注目の集まるこの新しい形態の組織

を新世代型インキュベーションモデルと捉える

研究（Pauwels et al., 2016；Kreusel et al., 2018；

Hausberg and Korreck, 2020）がある一方で，アク

セラレーターが実施する特徴的なプログラムや

サービスに焦点をあてた分析から（Miller and 

Bound, 2011；Radojevich-Kelley and Hoffman, 

2012；Caley & Kula, 2013），インキュベーターや

エンジェル投資家との違いを指摘する研究もあ

る（Cohen, 2013；Cohen and Hochberg, 2014；

Bliemel and Flores, 2015）。そして現在では，アク

セラレーターとは何か，どのように運営され，

アクセラレータープログラムに参加するスター

トアップの成長発展を促進加速する上でどのよ

うな役割を果たしているのか，アクセラレー

ターがイノベーションに関連する企業家を取巻

く状況にどのように影響し，その形成過程でど

のような役割を果たしているのか，などを理解

するためのより体系的な研究が必要であるとい

う認識が高まっている（Drori and Wright, 2018）。

しかしながら，最も複雑なメカニズムであるイ

ノベーションに関連して，革新的なアクセラ

レーターがもたらす成果を理解するための研究

は，ほとんど存在していない（Crisan et al., 

2021）。

　アクセラレーターに関する初期の研究は，主

にその効果測定に焦点 7) があたっていた

（Cohen et al., 2019）。アクセラレーター自身のビ

ジネスモデルに着目し，アクセラレータープロ

グラムの革新的先行要因，組織設計，運営にお

ける多様かつ主要なバリエーションなどを企業

レベルの企業家パフォーマンスの理論に関連付

けた研究はスタートしたばかりである（Cohen 

et al., 2019）。そこで，アクセラレーターの活動

における文脈的側面とその実践に焦点をあて，

提供するサービス，達成する成果を取り上げる

などアクセラレーションプロセスの全体的かつ

詳細な理解に注目が集まっている（Crisan et al., 

2021）。アクセラレーター自身が「スタートアッ

プに利益をもたらす」と主張するように，これ

までの多くの研究からもアクセラレーターは

「企業家のビジネスを加速する」と認識される

ものの，アクセラレーターの組織的能力につい

ての研究 8) は驚くほど少ない（Hallen et al., 

2020）。これら研究視点は，アクセラレーターそ

のものに関する理解のみならず，スタートアッ

プや新事業が生き残り，成長発展するための必

6） Clayton et al.（2018）は，中間組織は，技術革新に重要な情報の普及に貢献してきた長い歴史を持ってきたが，
科学を基盤としたアントレプレナーシップ研究には関係のないものとして扱われてきた側面があるものの
（Howells, 2006），現実的には，中間組織は企業家のパフォーマンスに影響を与え，地域経済における革新的活
動を維持することに繋がる（Cooke et al., 1997）と説明する。

7） アクセラレーターがスタートアップにポジティブな影響を与えるとする研究は数多くある（Winston Smith et 
al., 2013；Hallen et al., 2020）。一方で，アクセラレーターがスタートアップに与える影響をより控えめに，あ
るいはマイナスに捉えている研究も存在する（Yu, 2019；Gonzalez-Uribe and Leatherbee, 2017）。
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要な要素とは何かといった理解を深めることに

もなり（Cohen et al., 2019），多面的かつ重層的

なエコシステム研究へと繋がるものでもある。

しかし，現状は，アクセラレーターの基本的構

造把握とその理解にのみに研究が留まっている

といえよう。アクセラレーターによって創出さ

れる貢献や価値とは何か，そして，その組織的

能力やプログラムの持つ特徴への理解を含め，

具体的かつどのように実践しているかを把握す

る研究が，現在，求められている（Hallen et al., 

2020）。

2.2．日本におけるアクセラレーターの研究動向

　次に，日本におけるアクセラレーターの研究

動向をみていこう。「アクセラレータ」9) をキー

ワードに CiNii Articlesに掲載されている文献数

を検索し調査10)すると，世界初のアクセラレー

ターといわれる Y Combinatorが登場した 2005

年以降で，僅か 32 本のみ確認ができた。

　以上から解るように，日本国内では極端に文

献数が少ないことから，アクセラレーターに対

する研究と理解がほとんど進んでいないと推察

される。以上のアクセラレーターを対象とした

国際議論の動向と日本における研究動向を踏ま

えて，続いて以下に研究方法を提示する。

2.3．研究方法

　本来，経営学に求められる厳密性からもアク

セラレーターの存立形態や経営実態などといっ

た現象面から理論化を試みるのが一般的であり

望ましい。また，本稿は，分析の視点やモデル

の導出，ケーススタディ，最終的な理論化など

の前段階となる先行研究サーベイに位置づけさ

れるレビュー論文である。そこで，本稿での議

論に入る前に予備的調査研究 11) を行うことで，

現実と理論との接合を目的とした研究の進め方

を採用した。

　この予備的調査研究方法を Pre-Studyにまと

め記載する。また，本稿のメインとなる研究方

法についてはMain-Studyに記載する。

（1）Pre-Study　―予備的調査研究について―

　本稿での研究を進めるにあたって，事前に，

予備的調査研究として，国内外のアクセラレー

ター及びそれに類すると想定される組織・団

体・企業に対してインタビュー調査を行った。

それら調査概要についてまとめたものを表 1に

示す。各インタビュー調査は，研究ノートおよ

8） 現状，このような研究はスタートしたばかりではあるものの僅かではあるが存在する。例えば，オープンイノ
ベーションパラダイムから，スタートアップがアクセラレータープログラムへの参加からどのような便益を
得る事ができるかに注目して，アクセラレーターが提供するオープンイノベーションの文脈的側面がスター
トアップの順調な成長にどのように影響するかを調査し，イノベーションプロセスにおける生存確率を高め
るためのアクセラレーターの実践とツールを探究する研究が存在する（Battistella et al., 2017）。また，アクセ
ラレーターのプログラムデザインがスタートアップの生存と成長に必要な外部情報へのアクセス，解釈や処
理能力にどのように影響するかなどの研究がある（Cohen et al., 2018）。最近は，ダイナミックケイパビリティ
（Teece, 2007；2012）の視点から，アクセラレーターの動態的能力の生成とその性能がどのようにスタート
アップを成長させるのかに注目し，アクセラレータープログラムにおけるどのプロセスと組織的ルーチンが
効果的な推進力となるかを調査した研究も存在する（Garcia-Ochoa et al., 2020）。

9） 数多くの論文を検索でヒットさせることを目的に検索キーワードを「アクセラレーター」ではなく「アクセラ
レータ」で検索した。

10） CiNii Articles による検索調査は 2021 年 8 月 4 日に行った。
11） 本稿では，予備的調査研究の詳細内容について掲載しないことを予め断わっておく。既に論文として発表して

いるものを除き（岸本，2019；2020；2021），今後，これら研究成果の一部を別稿にて発表していく予定である。
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び音声ファイルとして記録した後に「調査記

録」としてまとめてある。あわせてインタ

ビュー調査時の入手資料のほか，本稿に関連し

た公刊されている書籍，論文，新聞，雑誌，ウェ

ブサイト（企業ホームページ含む），その他刊行

物などを補完的な位置づけで予備的調査研究に

利用している。

（2）Main-Study

　先に述べたように，日本国内の文献が極端に

少ないことに起因して，アクセラレーターに関

する研究と理解が進んでいないとの現状認識か

ら，本稿では，主に，国際ジャーナルに掲載さ

れた文献を中心に調査を行い，ナラティブ・レ

ビューを行うものとする。

　ナラティブ・レビューでは，恣意的に検討対

象の文献を選択することになる。そこで今回は，

その透明性かつ再現性を高めることを目的に，

レビュー対象となる論文を収集するにあたって，

Clarivate社の分析ツールであるWeb of Science™

のプラットフォーム（Version 5.35）を活用し文

献リストを作成した 12)。「accelerator」をキー

ワードに2021年 6月 7日に検索を行った。Web 

of Science™では，いくつかの条件を指定するこ

とで検索結果を絞り込むことができるため

Web of Science™ 内 の 分 野 を BUSINESS と

MANAGEMENTの 2 つとした。この意味で，

Web of Science™で検索し，主に検討する対象を

経営研究としている。さらにドキュメントタイ

プを ARTICLEと BOOK CHAPTERの 2つとし

た 13)。最終的にWeb of Science™を使って論文

を検索した結果，228本の論文が抽出された。ま

た，このうち，世界初のアクセラレーターとな

る Y Combinatorが登場した 2005 年以降の論文

は 211 本であった。このなかで，本稿のテーマ

に関連し，特に引用回数の多い論文を選択して

表 1　予備的調査の概要

調査期間または調査日 調査先（地域） 調査員

2019年 9月16日 台灣科技新創基地（台湾・台北市），林口新創園
（台湾・新北市） 岸本千佳司

2016年～2020年 新竹科学園区管理局，國家實驗研究院・科技政
策研究與資訊中心（以上，台湾・新竹市） 岸本千佳司

2017年～2020年 AppWorks （之初創投）（台湾・台北市） 岸本千佳司

2019年 8月30日 コンパス小倉（北九州市） 田代　智治
岸本千佳司

2020年10月23日 FUKUOKA GROWTH NEXT（福岡市） 田代　智治
岸本千佳司

2020年11月 6日 ゼロワンブースター（東京都） 田代　智治

出所：筆者作成

12） Web of Science™の活用にあたっては，同志社大学商学部教授・中小企業マネジメント研究センターセンター
長である関智宏氏にご協力頂いた。この場を借りて厚くお礼申し上げる。

13） 研究の新興領域では，書籍にも論文が掲載されることも多くあるため，本稿の検討対象には BOOK 
CHAPTERも加えることにし，ARTICLE も含めた。
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ある。

　また，アクセラレーターの実態を捉えるため

の多様な研究視点の必要性から，補完的な意味

でWeb of Science™で作成したリストに掲載の

ない文献や研究所の報告書なども使用してある。

3． エコシステムにおけるアクセラレーターの

位置づけと分類

　一般的にアクセラレーターは，エコシステム

の一部として認識され，そのなかの中間組織の

一形態とされている。そこで，アクセラレー

ターの定義や特徴といった具体的な確認に入る

前に，今後の理解を助ける意味で，代表的とも

いえる米国のエコシステムを対象とした研究か

ら，アクセラレーターの位置づけならびに中間

組織の分類と主な役割を概観しておこう。

3.1．エコシステムにおけるアクセラレーター

の位置づけ

　エコシステムとは，「相互に結びついた企業

家的アクター，機関，企業家的組織，企業家プ

ロセスの集合体であり，それらが公式・非公式

に結合しつつ，企業家を取巻く環境内のパ

フォーマンスを結びつけ，媒介し，支配するも

のである」と定義される（Mason and Brown, 

2014）。エコシステムにおけるアクセラレー

ターの位置づけを確認するため，図 1に，米国

エコシステムの概念図をまとめたものを示す。

　まず，「大学・研究機関」は，連邦政府からの

研究費などによって研究を行っているが，その

研究成果のスピンオフや知財のライセンシング

によって，スタートアップが誕生することがあ

る。投資家やエンジェル，ベンチャーキャピタ

ル（以下，VCとする）をはじめとした金融機

関を含む「資金提供者」は，主に出資によって，

出資知財ライセンス共同研究

企業家・
スタートアップ

研究費

支援

スピンオフ／
知財ライセンス

出資・知識提供・
買収・スピンオフ

エコシステム

大学・
研究機関

出資

補助金（SBIRなど）・
融資

連邦政府（公的機関含む）

大企業

インキュベーター・アク
セラレーター・コワーキ
ングスペース 資金提供者

（投資家・VC・エン
ジェル・クラウドファン
ディングなど）

出所：Zucker and Darby（2007），Clayton et al.（2018），Ojaghi et al.（2019），木村編（2019）を参考に
　　　筆者作成

図 1　米国エコシステムの概念図
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スタートアップの初期及び成長段階を資金面か

ら支援する。一方で，近年は，クラウドファン

ディングなども盛んに行われている。「連邦政

府（公的機関含む）」もまた，中小企業向けのイ

ノベーション補助金（SBIR）などによってその

一部を支援するほか，スタートアップに対して

直接融資を行うこともある。「大企業」は，出資

や必要な技術といった知識提供などによって，

スタートアップの成長を支える場合がある。ま

た，「大企業」から人材や技術がスピンオフす

ることでスタートアップが誕生することがある

一方，逆にスタートアップを買収することもあ

る。「インキュベーター・アクセラレーター・コ

ワーキングスペース」は，特に，初期ステージ

の企業家やスタートアップを対象に専門的な経

営支援を行う組織である。多くの場合，物理的

なワーキングスペースの提供がなされ，そこで

の有形・無形のサービスによって事業成長を加

速させ，企業家コミュニティ形成を促進する。

3.2．エコシステムにおける中間組織の分類と

主な役割

　次に，エコシステムにおける中間組織の分類

と主な役割について概観する。Clayton et al.

（2018）は，エコシステムにおいて最も理解され

ず目立たない存在が中間組織であると述べてい

る。そして，中間組織とは，「科学技術の発見と

商業化による最終的な価値実現の間の隙間で活

動し，専門的なサービスを提供し，スタート

アップの手の届かない設備機器やリソースへの

アクセスを可能にする組織である」と定義され

る（Clayton et al., 2018）。

　このような中間組織は，イノベーションに対

して貢献してきた長い歴史があるものの，科学

技術を主な視点としたアントレプレナーシップ

研究などには関係のないものとして扱われるこ

とがあるという（Howells, 2006）。しかしなが

ら，Clayton et al.（2018）は，過去の研究を整理

し，これら中間組織へのアクセスの違いは，企

業家やスタートアップのパフォーマンスに大き

な影響を与え，地域経済における革新的な活動

を維持することにも繋がるとその重要性を強調

し説明している。

　表 2は，Clayton et al.（2018）によって示され

たエコシステムにおける主な中間組織の分類と

役割である。Clayton et al.（2018）は，エコシス

テムにおける「役割」といった視点から中間組

織を「サービス仲介者」，「フィジカルスペース

仲介者」，「金融仲介者」の 3つに大別し分類す

る。そこで，「サービス仲介者」には「大学の技

術移転 /ライセンスオフィス」，「プロフェッ

ショナルサービス企業」，「その他の支援組織」

があり，次に「フィジカルスペース仲介者」に

は，「インキュベーター」，「アクセラレーター」，

「コワーキング・スペース」，最後に「金融仲介

者」には，「VC」，「エンジェル」，「公的資金援

助プログラム」があるとしている。

　Clayton et al.（2018）のように，アクセラレー

ターを「フィジカルスペース仲介者」として分

類することは，その本質的特徴の捉え方として

適切かどうかには疑問が残る。しかし「役割」

としては，企業家に対して物理的スペースに加

え何らかの支援サービスを提供するものとして

理解されており，しかも同じカテゴリーの中で

もインキュベーターやコワーキング・スペース

とは明確に区分されている。そこで，これらを

踏まえ，以降にて，アクセラレーターの特徴や

定義などを更に詳しく確認していくことにする。
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表 2　主な中間組織の分類と役割

タイプ 概要 役割

サービス仲介者

大学の技術移転／
ライセンスオフィス

大学で創出された技術の知的財
産権を管理する機関

発明公開のためのインセンティブの提供
開発プロセスへの教員の参加
企業と協力して技術をライセンスする

プロフェッショナル
サービス企業

リソースやコネクションを提供してく
れる，法律事務所や会計事務所，
不動産会社などの第三者機関

取引コストの削減
知的財産権とビジネス形成戦略のアドバイス
ディールメーカーとしての役割

その他の支援組織
公的機関，準公的機関，非営利
団体が提供するネットワーク，専門
的なサービスやプログラム

ネットワーキングとメンタリング促進
アジェンダ設定による政策への影響

フィジカルスペース仲介者

インキュベーター
初期ステージの企業形成とアイデ
ア開発のための物理的スペースの
提供

リーズナブルなスペースの提供
サポートサービスの提供
入居企業の収益創出

アクセラレーター
リソースの提供と金融投資によっ
て補完される物理的スペースの提
供

集中的なプログラムの提供
事業化ステップの加速
株式と引き換えに投資

コワーキング・スペース
近接性と相互作用を促進する物理
的スペースの提供

柔軟で体系化されていないプログラムの提供
社会的交流の場の提供
ネットワーキングやピア（仲間同士の）メンタ
リングの促進

金融仲介者

VC
成長性の高い新規事業を支援す
るために個人や機関から資金を調
達する投資会社

 ベンチマーク付きのマルチステージ・ファイナ
ンスを提供
 動機づけによる企業のパフォーマンスの向上

エンジェル
新規事業を支援するため初期ス
テージ資金を提供する個人投資家
や投資家グループ

初期ステージ企業への資金提供
忍耐強い資本（patient capital）の提供
ビジネスアドバイスやメンタリングの提供

公的資金援助
プログラム

新興企業に助成金や融資の形で
資金援助を行う公的・準公的プロ
グラム

長期的なサポート資金源
非希薄化資金源
民間資金調達のための品質担保シグナル

出所：Clayton et al.（2018）
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4．アクセラレーターの特徴と定義

　実際には，様々なバリエーションがあるもの

の，大きな枠組みとして，アクセラレーターと

は，「教育，メンターシップ（メンタリング），

資金供給を通して，初期ステージの成長志向型

の企業を支援する。スタートアップは，決めら

れた一定の期間，コホートの一員として，アク

セラレーターに参加する。アクセラレーターで

の経験は，急激で臨場感ある教育プロセスであ

り，若いイノベーティブな企業のライフサイク

ルを加速し，何年分もの価値のあるラーニン

グ・バイ・ドゥーイングを数 ヵ月に圧縮するこ

とを目指すものである」と，現在，認識されつ

つある（Hathaway, 2016）。

　アクセラレーターを定義する試みは，Miller 

and Bound（2011）14) によるアクセラレーターと

そのプログラムの進化，メリット，ビジネスモ

デルに関する詳細な研究15)に遡る（Battistella et 

al., 2017；Crisan et al, 2021）。その後の研究をみ

ていくと，一般的に合意された定義がないにも

かかわらず，「アクセラレーターとは何か」を

提示する方法には多様性が見受けられる

（Crisan et al, 2021）。例えば，アクセラレーター

をインキュベーターの進化系として捉えるか，

もしくは，実際の現象面より確認，認識される

組織特性からそれとは別形態の組織と捉えるか，

といった点をみても，未だ，議論の余地が残っ

ている。アクセラレーターに対する共通見解を

得ないのは，第 1に，アクセラレーターが比較

的最近の現象であり研究が進んでいないこと，

第 2に，アクセラレーター自体が未だ成長発展

の途中段階であり状況によって変容し続けてい

る組織である，といった点に起因すると考える

のが妥当であろう。しかしながら一方で，過去

の研究からは，アクセラレーターは，開発の初

期段階にある企業に焦点をあてた企業家支援

サービスを提供するなど，その特徴の多くをイ

ンキュベーターや他の中間組織から受け継いで

いるものの，そのプログラムには際立った特徴

があることが示唆されている。

　そこで，アクセラレーターと類似する他の中

間組織とを区別する重要な違いに触れ，アクセ

ラレーターの具体的な特徴をみた後に，改めて

アクセラレーターの定義についての確認を行う。

また，アクセラレーターの定義の確認について

は，先に説明した「2．1 アクセラレーターの研

究動向と課題」といった国際議論の動向に鑑み，

「アクセラレーターを新世代型インキュベー

ションモデルと捉える研究」と「その他多様な

視点からアクセラレーターを捉える研究」に分

けて行うものとする。

4.1．アクセラレーターと他の中間組織との 

根本的な違い

　アクセラレーターは，インキュベーターやエ

ンジェルと同様に，初期ステージのスタート

アップを支援することを目的としていることか

ら，提供される活動やサービスには多くの類似

点が存在している（Cohen, 2013）。これらは，ア

14） Miller and Bound（2011）が，アクセラレーターをこれまでのインキュベーターとは異なる新しい組織形態と
定義したことで，アクセラレーター研究の新時代の幕開けとなったとされる（Crisan et al, 2021）。

15） Miller and Bound（2011）は，アクセラレーターの特徴として限定された期間の中での教育プログラムやメン
タリングを強調するが，一方で，スタートアップに提供される具体的なサービスやツールには焦点を当ててい
ないとの指摘がなされている（Battistella et al., 2017）。
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クセラレーターの理解を困難にする 1つの要因

となっている。表 3は，Cohen（2013）によっ

て示されたアクセラレーターとインキュベー

ター，エンジェルとの違いである。

　最も根本的な違いは，インキュベーターやエ

ンジェルが様々な点で継続性があることに比べ

て，アクセラレータープログラムの期間が 3 ヵ

月と短期かつ限定的なことにある（Cohen, 

2013）。この小さな違いがアクセラレーターと

他の中間組織を区別する多くの違いに繋がって

いる（Cohen, 2013）。これらを踏まえ，続いて，

アクセラレーターの具体的な特徴についてみて

いこう。

4.2．アクセラレーターの具体的な特徴

　アクセラレーター研究の嚆矢となったMiller 

and Bound（2011）は，アクセラレーターとは，

以下の「5つの主要な特徴（fi ve main features）」

を持つものと説明している。第 1に，原則とし

て誰にでも開かれているが，競争率の高い申請

型による選抜プロセス，第 2に，通常は株式と

引き換えにプレシード投資 16) を提供する，第 3

に，個々の企業家ではなく小さなチームに焦点

をあてていること，第 4に，プログラム化され

たイベントと集中的なメンタリングで構成され

る期間限定のサポート，第 5に，個々の企業を

対象とするのではなく複数のスタートアップで

構成・編成されたコホートまたはクラスを対象

とすること，である。当初，Miller and Bound

（2011）が提示した「5つの主要な特徴」は，ア

クセラレーター研究において受け入れられ広く

表 3　アクセラレーターとインキュベーター，エンジェルとの主な違い

インキュベーター エンジェル アクセラレーター

期間 1年から5年 適宜 3 ヵ月

コホート 無 無 有

ビジネスモデル オフィススペース賃貸，
非営利 投資 投資，場合によっては

非営利

選抜 非競争的 競争的，適宜 競争的，定期的

対象とする企業 初期ならびに後期ステージ 初期ステージ 初期ステージ

教育 特定目的，人事，法務，
その他 無 セミナー方式

出所：Cohen（2013）

16） 設立準備段階の企業に資金提供することをプレシード投資という。



－ 21 －

認知されることとなった。しかしながら，現在

では，様々な地域におけるアクセラレーター急

増にともなう組織的進化と多様性の獲得によっ

て，この特徴は完全ではなくなってきている 17)。

　そこで，このMiller and Bound（2011）が示し

たアクセラレーターの「5つの主要な特徴」を

基に，最近の研究によって示されているアクセ

ラレーターの特徴を以下に確認する。

　Pauwels et al.（2016）は，アクセラレーターと

は，インキュベーション・サービスにおける無

形の知識集約的な支援サービスを重視するとい

う最近の変化の一例であると説明した上で，そ

の特徴をビジネスモデルの要素から次のように

示す。第 1に，物理的なリソースやオフィスサ

ポートサービスを長期間にわたって提供するこ

とを主目的としていない，第 2に，通常，株式

と引き換えにプレシード投資を提供する，第 3

に，アクセラレーターは，次のステップの金融

としての VCにはあまり関心がなく，エンジェ

ルや小規模な個人投資家に近い存在である，第

4に，アクセラレーターは事業開発に重点を置

いており，集中的なメンタリングやネットワー

キングの機会を提供することで，スタートアッ

プを投資に適したビジネスに成長させることを

目的としている，最後に，第 5として，アクセ

ラレーターでは，期間限定のサポート（平均 3

～6 カ月）を行い，迅速な成長を可能にするた

めに，集中的な交流，モニタリング，教育に重

点を置いているが，プログラム終了後も継続的

なネットワークサポートを提供するところもあ

る，としている。

　Battistella et al.（2017）は，過去の研究を整理

した上で，アクセラレーターの際立った代表的

な特徴を次のように説明している。第 1に，期

間限定の集中的なメンターシップと教育プログ

ラムを提供することで，企業家を自らの関心

（ビジネス）に集中させると同時にアクセラ

レーターへの依存度を下げ，その結果，より早

期の成長や場合によっては早期の失敗が可能と

なり表面化することで，スタートアップがより

価値の高い「機会」に移行できること，第 2に，

スタートアップを選抜するため，オープンで高

い競争率の申請プロセスが世界中で行われ，更

に，技術的なバックグラウンドを持った小規模

なスタートアップ・チーム，およびこうした

チームにより構成されるクラス（コホート）に

焦点が当たっていること，第 3 に，アクセラ

レーターは，参加するスタートアップの株式を

17） Fowle（2017）は，業界に特化したようなアクセラレーター，例えば，TechStars や London's The Fashion 
Project は，すべての企業家やスタートアップに開放されているわけではなく第 1の要件にあてはまらないと
説明する。また，英国にあるEntrepreneurial Spark が，「世界最大の無料ビジネス・アクセラレータ」と称し
ていることからも，第 2のプレシード投資の要件からはずれることになる（Fowle, 2017）。Startup Sauna も，
スタートアップ資金を提供していない（Karimaa, 2012）。特にヨーロッパの大学に併設されるアクセラレー
ターでは，大規模なスタートアップ資金を提供することはめったにないことに加え，少なくともスタートアッ
プ創設者の1人が，現在または直近の学生であることをアクセラレータープログラムへの応募要件としている
ことから，これも「5つの主要な特徴」にはあてはまらない（Fowle, 2017）。Fowle（2017）は，米国とカナ
ダのアクセラレーターが投資を提供する傾向があるのに対し，欧州のアクセラレーターは投資を提供しない
ことが多いため，資金調達の対象は特に米国に限定されると説明している。支援活動がオンサイトで実施され
るという点についても，近年では，アクセラレーターの教育・メンタリングがバーチャル（オンライン）で行
われる例もある｡ Y Combinator は , 2017 年に Startup School という名称の，年 1回 10週間のオンラインコー
スの提供を開始した。2020 年以降は，1 回 8 週間，年に複数回開催されるようになった（https://www.
startupschool.org/about; https://jp.techcrunch.com/2019/12/11/2019-12-10-y-combinator 2020 年 1月 31 日
閲覧）。
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取得する代わりにプレシード投資を行うこと，

第 4に，多くのアクセラレーターは営利を目的

としており，そのオーナーは，元企業家やエン

ジェルとしての豊富な経験を持っていることが

多く，投資（ポートフォリオ）の視点からス

タートアップの事業を検討・検証をしている，

第 5に，アクセラレーターの最も価値のある点

は，熱心な指導やアドバイス，投資家や他のス

タートアップとの数多くのネットワーキングの

機会を提供してくれることであり，これらはす

べて協力的なピア・ツー・ピアの環境（対等な

関係性）と企業家文化の中に組み込まれている，

としている。

　Fowle（2017）は，現在，アクセラレーターが

多様化している側面から，Miller and Bound

（2011）やその後の Van Huijgevoort（2012）に

よって提示されたアクセラレーターの特徴を再

検討した上で，よりシンプルな特徴によって捉

えようとしている。Fowle（2017）は，アクセラ

レーターの特徴を，第 1に，コロケーション 18)，

第 2に，期間限定のゴールに向かって共に進む

同窓生的グループ（コホート），第 3に，構造化

された学習と開発プログラム，第 4に，プログ

ラムの中での，およびより広いコミュニティと

のネットワーキングという利点，としている。

　Ojaghi et al.（2019）は，エコシステムにおい

てスタートアップのイノベーションに影響を与

える主要なアクターを，「インキュベーター」，

「資金提供者」，「アクセラレーター」，「大学」，

「企業」，に分類する。そこで Ojaghi et al.（2019）

は，アクセラレーターの特徴を，第 1に，物理

的・管理的なサービスを長期的に提供すること

を目的としていないこと，第 2 に，アクセラ

レーターは企業設立前のチームに対してさえ

ファイナンシャル・パッケージを提供している

こと，第 3に，アクセラレーターの役割は，主

に，スタートアップの結成前後から初期ステー

ジまでである，第 4に，アクセラレーターはイ

ンキュベーターよりも利益志向が強い，として

いる。

4.3．アクセラレーターの定義

① アクセラレーターを新世代型インキュベー

ションモデルと捉える研究

　Pauwels et al.（2016）は，インキュベーション

モデルは常に進化し続けており，これまでの研

究からアクセラレーターが新世代インキュー

ベーションモデルであることが示唆されると述

べる。その上で，「アクセラレーターとは，限ら

れた期間の集中的なプログラムの中で，教育や

メンタリングを中心とした特定のインキュベー

ションサービスを提供し，ベンチャー企業の創

造を成功に導くことを目的とした組織である」

と定義する（Pauwels et al., 2016）。Pauwels et 

al.（2016）は，アクセラレーターは，オフィス

スペースや社内のビジネスサポートサービスの

提供に主眼を置いた前世代のインキュベーショ

ンモデルの欠点への対応策として，2000 年半ば

に登場したと説明している。

　Kreusel et al.（2018）は，非営利型インキュ

ベーター（NPI）と営利型インキュベーター

（FPI）を区別した上で，FPIには，古典的な「ビ

ジネスインキュベーター」に加えて，新たに

「カンパニービルダー」，「アクセラレーター」

18） コロケーションとは，そもそも所有者や運用者が異なる設備や機器を同じ施設にまとめて設置することなど
を指すが，この場合は，共同のワーキングスペースや時間の共有などを指している。
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の 2 つのタイプが現れてきたと指摘する。そし

て，Kreusel et al.（2018）は，ビジネスインキュ

ベーターとは対照的に，アクセラレーターとは，

構造化されている教育機関のようであり，サ

ポート期間が限定され，メンタリングプログラ

ムが存在し，スタートアップに早期に投資する

組織であると説明している。

　Hausberg and Korreck（2020）は，「現在では，

インキュベーターは現代の企業家のエコシステ

ムに欠かせない存在となり，幅広い指標に基づ

いて新事業の成長をサポートしている」と述べ

る。そして「実際には，あまりにも多くの異な

る企業家支援の形態とその名称が登場したため，

インキュベーターとアクセラレーターという言

葉や，それらの区別，関連する概念について，

かなりの混乱が生じている」と説明し，アクセ

ラレーターをインキュベーターの特殊な形態と

して捉えている（Hausberg and Korreck, 2020）。

そこで，Hausberg and Korreck（2020）は，古典

的なインキュベーターと新しいアクセラレー

ターのような他の形態のビジネスインキュベー

ター組織とを区別する狭義の定義として，アク

セラレーターは「通常，期間限定のコホート・

ベースのプログラムで，スタートアップ・チー

ム（通常，1人の企業家ではない）に教育，モ

ニタリング，メンタリングを提供し，経験豊富

な企業家，ベンチャーキャピタル，エンジェル

投資家，企業幹部と結びつけ，卒業生が潜在的

な投資家にピッチする公開イベントに向けて準

備を行う」組織であると述べている。

② その他多様な視点からアクセラレーターを 

捉える研究

　Cohen and Hochberg（2014）は，アクセラレー

ターを「メンターシップや教育的要素を含む，

期間限定のコホート・ベースのプログラムで，

最終的には公開で開催されるピッチイベントや

デモ・デーで締めくくられる」と定義する。

Cohen and Hochberg（2014）は，他の中間組織で

あるインキュベーター，エンジェル，VCなど

には，これら集合的なプログラムの要素は見受

けられないと説明している。

　Cohen et al.（2019）は，「アクセラレータプロ

グラムは，企業家のエコシステムにおいて，

益々重要な役割を果たしている」と述べた上で，

アクセラレーターには，「スタートアップのた

めの期間限定，コホートベースの教育やメン

ターシッププログラムといった中核となる典型

的な特徴があるものの，その中でもかなりのバ

リエーションがある」と説明している。そこで，

アクセラレーターとは，「複数のスタートアッ

プが企業設立し新事業を立ち上げるなどを支援

する期間限定のプログラムである」と定義して

いる。

　Garcia-Ochoa et al.（2020）は，組織能力の視

点から，アクセラレーターは，「主要なマイル

ストーンに到達するのを支援するために，選ば

れたスタートアップによるコホートに対しての

メンタリングとネットワーキングを含む集中的

な有期教育プログラムを提供するように構成さ

れている」と説明する。その上で，アクセラ

レーターを「教育プログラムやプロセスを通じ

てスタートアップの能力を高めることを目的と

した組織」と定義している。

　Hallen et al.（2020）は，アクセラレーターの

役割と特徴あるメカニズム解明への研究視点か

ら，アクセラレーターを「スタートアップの学

習を支援するための，メンター，プログラム

ディレクター，顧客，ゲストスピーカー，卒業

生，同僚，などといった多様なアクターの活用
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による広範なコンサルティングを伴った企業家

プログラムである」と定義する。また，アクセ

ラレーターは「複数のスタートアップで構成さ

れたコホートに対し，通常 3 ヵ月間の決まった

長さのアクセラレータープログラムによって，

メンタリングや教育を提供」すると説明してい

る。

5． ディスカッション 

―アクセラレーターをどのように捉えるか―

　ここで改めて，これまでの議論を踏まえた上

で，本稿におけるアクセラレーターの捉え方を

提示する。アクセラレーターとは，エコシステ

ムにおける中間組織の 1つであり，近年，その

重要性から世界中で注目が集まっていることは

既に説明した（Clayton et al., 2018）。アクセラ

レーターは，この中間組織のなかでも，イン

キュベーターやコワーキング・スペースととも

に，主に，オフィススペースの提供や教育を含

む多様なサービスを提供する「フィジカルス

ペース仲介者」に大きく分類される（Clayton et 

al., 2018）19)。

　また，関連して，国際議論にみられるアクセ

ラレーターをインキュベーターの進化系として

捉えるか，もしくは，実際の現象面より確認，

認識される組織特性からそれとは別形態の組織

と捉えるかといった学術的な動向については，

あくまで，各論者の学術視点や研究背景によっ

て発生したものにすぎないと考えられる。この

理由として，本稿で取上げたアクセラレーター

の特徴や定義をみても細かい点での相違や認識

の違い，注目する視点からの差はあったとして

も，この 2つの学術的な動向を区分できるほど

の大きな差は確認できないことがあげられる。

繰り返しにはなるが，アクセラレーターは，そ

の特徴の多くをインキュベーターや他の中間組

織から受け継いでいるものの，そのプログラム

には際立った特徴がある新しい組織と捉えるこ

とが妥当であろう。そこで，アクセラレーター

には，他の中間組織と同様に初期ステージのス

タートアップを支援することから多くの類似点

が存在するため（Cohen, 2013），これらを区別

する狭義の定義を必要とする。それらを以下に

提示する。

　アクセラレーターとは，エコシステムのなか

に位置づけられた「限られた期間のなかでの集

合的かつ集中的な教育，メンタリングを通して，

初期ステージの成長指向型の企業（スタート

アップ）を支援し成長を加速させることを目的

とした中間組織」であると定義できよう。そし

て，アクセラレーターは，以下のような，エコ

システムにおける他の中間組織には見られない

際立った特徴を有している。

　その主要な特徴として，第 1に，期間が限定

された（通常 3 ヵ月から 6 ヵ月）教育・事業化

推進プログラムを有し，第 2に，複数のスター

トアップで構成される同窓生的なクラス（コ

ホート）を毎期プログラムの対象とし，第 3に，

多様なアクターによる集中的メンタリングを行

19） アクセラレーターが物理的スペースを提供する場合は，しばしば，デスクやテーブルの配置が固定されていな
いオープンフロア・スペースである。参加チームが一定期間施設を共有することで，チーム間の相互理解・協
力およびアクセラレーターのディレクターからの効率的指導に資することが期待される。ただし，Y 
Combinator のように，チームごとに理想的な仕事環境が異なることを考慮し，意図的に共有スペースを提供
しない事例もある（Cohen et al., 2019）。
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うこと，があげられる。これらは換言すると，

アクセラレーターが，積極的な競争環境といっ

た「場」の創出を行った上で，そのなかで構造

的で意図されたネットワーキングの機会を提供

していると考えられる。教育やメンタリングを

含んだアクセラレータープログラムは，いわば，

スタートアップのイノベーションに必要とされ

る「創造的な摩擦」（Stark, 2009）を引き起こし，

それらを促進・加速する重要なハブとして，ア

クセラレーターを機能させることになる。そし

てこれらは，アクセラレーター，スタートアッ

プ，企業家，メンターを含めた多様なステイク

ホルダーの協力的かつ対等な関係性によって実

施されている。

　また，その他の特徴として，第 4に，アクセ

ラレータープログラムにはあらかじめ設定され

た各種イベントがあり，多くの場合スタート

アップが投資家や企業等の資金提供者に対して

行うピッチや最終的なデモ・デーがハイライト

として存在する，第 5に，アクセラレーターは

株式と引き換えにプレシード投資を提供する場

合がある，第6に，場合によって，アクセラレー

ターは，物理的なリソースやオフィスサポート

サービスをともなうことがあるが，長期間にわ

たってこれらを提供することを主目的としてい

ない，第 7に，アクセラレータープログラムに

参加するためには通常，事前に競争的な選抜プ

ロセスを経る必要がある，といったことがあげ

られる。

6．おわりに　―貢献と課題―

　本稿では，日本国内で理解がほとんど進んで

いないアクセラレーターをテーマに研究を進め

てきた。エコシステムにおける位置づけや中間

組織の分類と主な役割などの確認を踏まえた上

で，Web of Science™のプラットフォームから抽

出し，特に国際ジャーナルで取上げられ引用回

数が多い先行研究を中心に，その他の文献や研

究所の報告書などを補完的に使用しつつ，主に

アクセラレーターの特徴と定義の整理を試みた。

筆者の知る限り，日本国内の経営研究において

アクセラレーターをテーマとし，理論的にその

定義や特徴を整理したものはほとんど存在して

いない。このように，本稿では，主要な論文の

レビューを通じて，アクセラレーターの特徴や

定義を明示的に示した点を貢献として指摘する

ことができる。

　一方で，研究課題もいくつか指摘できる。本

稿で取上げたアクセラレーターの特徴や定義を

みると，例外なく質的特徴が強調されており，

その違いをもって他の中間組織と区別されてい

ることが示されている。つまり，アクセラレー

ターの体系的かつ包括的理解には，その質的特

徴などを更に細かくみていく必要がある。本稿

は，「エコシステムにおけるアクセラレーター

の発展と重要性」研究における理論研究の位置

づけであった。しかし，本稿では，アクセラ

レーターの特徴や定義を理論的に提示できたも

のの，それらに関連するアクセラレータープロ

グラムの中身をはじめ，コホートやメンタリン

グなど，その質的特徴を細かく提示できてはい

ない。くわえていうなれば，アクセラレーター

のタイプや戦略，ステイクホルダーとの関係性

など，本来，経営学に必要とされる理論的要素

の整理が全く行えておらず多くの点で課題が

残っている。そのため，これらについては，別

稿にてまとめる予定である。
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